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■表紙の写真         ミネソタ大学ツインシティーズ校         
　
　ミネソタ大学ツインシティーズ校は、1851年、ミシシッピ川沿いのセント・アンソニー滝近くに設
立された。現在はミネソタ大学システムの旗艦校であり、ミネソタ州唯一のランドグラント大学として、
教育・研究・医療・農業・産業の発展を支えてきた。工学、医学、法学、獣医学、農学の各専門領域
を同一キャンパスに備える、米国でも数少ない大規模総合研究大学のひとつであり、5万人を超える学
生、約4,000人の教員、2万5,000人規模の教職員を抱えている。写真は、イーストバンク・キャンパ
ス中心部に広がるノースロップ・モールの一角である。芝生に校色であるマルーンとゴールドの「M」
が植え込まれている。ノースロップは、1907年に建築家キャス・ギルバートが構想し、1929年に開
館して以来、舞台芸術、講演、卒業式、市民的行事の場として、大学と地域社会の記憶を支えてきた。 
   しかし、この明るい空と整えられた芝生の下にあるのは、単なるアメリカ中西部の牧歌的風景だけ
ではない。このキャンパスは、ダコタ族の人々の伝統的な故地の上に築かれている。 ミシシッピ川を
挟んで広がるミネアポリスという都市もまた、人種、移民、労働、警察暴力、そして先住民の土地を
めぐる問いが、幾度も噴き出してきた場所である。写真を撮った夏の日、その歴史の重みは、青空と
芝生の静けさの中にはほとんど見えなかった。それでも大学という場所は、知をつくる場であると同
時に、何を記憶し、何を忘れるのかを日々選び続ける場でもある。繰り返される歴史。人は、大学で

何を学ぶのだろうか。　　　　                                                       （写真・文　澤田彬良）
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